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中国・四国地方 名前

問1 香川県の北部に位置し、本州四国連絡橋の一つである瀬戸大橋を通じて岡山県倉敷市と結ばれている都市があります。四国の玄関口として本州
との間で人やものの移動が盛んなこの県庁所在地の名称として正しいものを選びなさい。 （2018年 長崎県公立入試 類似）

1. 高松市 2. 松山市 3. 徳島市 4. 高知市

問2 山陰地方において、冬の降水量の割合が年間の約30%に達するなど、冬の降水量（降雪量）が多くなる理由として最も適切な説明はどれですか
。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 冬に太平洋から吹く湿った南東の
季節風が、四国山地にぶつかり雪雲
が発達するため

2. 一年を通じて梅雨や台風の影響を
強く受け、特に冬は熱帯低気圧の通
り道になるため

3. 冬に日本海を渡ってくる湿った北
西の季節風が、中国山地にぶつかり
上昇気流が発生するため

4. 日本海を流れる寒流の影響により
空気が急激に冷やされ、沿岸部で霧
や雨が発生しやすいため

問3 1985年から2015年にかけての四国地方と他地域間の交通手段の変化をまとめた統計において、かつて主要な移動手段であった船舶の利用割合
が激減し、代わって自動車の利用が急増して全体の過半数を占めるようになりました。このような交通の変化をもたらした最大の要因として、
最も適切なものはどれですか。 （2020年 鳥取県公立入試 類似）

1. 四国全域を網羅する新幹線網が完
成したことにより、鉄道と自動車の
連携による移動が普及したこと

2. 環境保護の観点から瀬戸内海での
大型船舶の航行が厳しく制限され、
物流の主役がトラックへ移行したこ
と

3. 格安航空会社（LCC）の参入によ
って航空機の利用料金が下がり、船
舶から航空機への転換が進んだこと

4. 瀬戸大橋をはじめとする本州四国
連絡橋が相次いで開通し、本州との
間の陸上交通網が整備されたこと

問4 瀬戸内海に面した愛媛県などの地域に見られる気候の特色と、その特色を活かした農業の状況について説明したものとして、最も適切なものは
どれですか。 （2022年 佐賀県公立入試 類似）

1. 年間降水量が約1300mmと比較的
少なく、温暖な気候と水はけの良い
傾斜地を活かしたかんきつ類などの
果実栽培が盛んで、農業産出額の約4
割を果実が占めている。

2. 夏の季節風の影響により年間を通
じて降水量が多く、広大な平野を活
用した大規模な稲作が盛んで、農業
産出額の半分以上を米が占めている
。

3. 冬に季節風の影響で雪が多く降る
気候を活かし、夏でも涼しい標高の
高い地域において、キャベツなどの
高原野菜の栽培が盛んに行われてい
る。

4. 年間降水量が2500mmを超える多
雨な気候を活かして、平野部を中心
にビニールハウスを用いた野菜の促
成栽培が盛んで、農業産出額の半分
以上を野菜が占めている。

問5 ある地点の気候統計において、1月の降水量が約30mm、7月の降水量が約180mm、年間降水量が約1100mmという、周辺の地域と比較しても
際立って降水量が少ない数値が記録されています。この統計に合致する地域の気候区分とその特徴について述べたものとして正しいものはどれ
ですか。 （2025年 愛知県公立入試 類似）

1. 夏に南東の季節風や台風の影響で
降水量が非常に多くなる、太平洋側
の気候

2. 冬の季節風の影響で1月の降水量
（降雪量）が多くなる、日本海側の
気候

3. 梅雨や台風の影響をほとんど受け
ず、年間を通じて気温が低い、北海
道の気候

4. 中国山地と四国山地の間に位置す
る、瀬戸内の気候

問6 本州四国連絡橋の各ルートと、それらが結ぶ都道府県の組み合わせとして、適切なものはどれですか。 （2024年 和歌山県公立入試 類似）

1. 神戸・鳴門ルート ―
大阪府と徳島県

2. 尾道・今治ルート ―
山口県と愛媛県

3. 瀬戸大橋ルート ―
兵庫県と香川県

4. 児島・坂出ルート ―
岡山県と香川県

問7 中国・四国地方の農業産出額の内訳を比較した際、愛媛県ではかんきつ類の生産が盛んなため「果実」の割合が非常に高いという特徴がありま
す。これに対し、高知県の農業産出額の構成において最も大きな割合を占め、約4割に達している部門はどれですか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 野菜 2. 米 3. 畜産 4. 果実

問8 瀬戸内地方において、年間を通じて降水量が少なく、温暖な気候が形成される地理的な要因について述べた文として、最も適切なものを選びな
さい。 （2024年 広島県公立入試 類似）

1. 寒流の影響により海水温が低く、
水蒸気が発生しにくいため、年間を
通して乾燥した天気が続くため。

2. 北の中国山地と南の四国山地に挟
まれており、夏と冬の季節風が運ぶ
湿った空気が遮られるため。

3. 季節風の影響を全く受けない地域
であり、大陸からの乾燥した高気圧
に一年中覆われているため。

4. 標高の高い山地がないため、湿っ
た空気が上昇して雲を作ることがで
きず、雨が降りにくいため。

問9 四国地方の西部に位置し、統計データにおいて「みかん」の収穫量が年間12万トンを超えるなど、全国有数の産地として知られる県はどこです
か。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 香川県 2. 和歌山県 3. 徳島県 4. 愛媛県

問10 ある工業地域の統計において、製造品出荷額のうち鉄鋼業が約336億円であるのに対し、造船業が約2323億円と非常に高い割合を占めている地
域があります。このような産業構造が形成された地理的な背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 東京都公立入試 類似）

1. 広大な平野部を利用して大規模な
製鉄所を建設し、近隣の自動車工場
へ鋼材を供給する体制が確立されて
いるため

2. 寒冷な気候による結氷を防ぐため
、一年を通じて温暖な気候を利用し
た精密機械の組み立て工場が密集し
ているため

3. 複雑な海岸線をもつリアス海岸が
広がり、波が穏やかな天然の良港を
活かして大型船の建造が行いやすい
ため

4. 内陸部の豊かな水資源と広大な土
地を活かして、海外から輸入した原
材料を加工する基礎素材産業が特化
しているため

問11 ある県の産業統計において、製造品出荷額が約6兆円と周辺の県に比べて突出して高く、その内訳では化学工業が約1.8兆円と大きな割合を占め
ているという特徴があります。1,504kmに及ぶ長い海岸線を持ち、漁業生産量も一定の規模を保っているこの県はどこですか。 （2021年

山口県公立入試 類似）

1. 山口県 2. 広島県 3. 愛媛県 4. 和歌山県

問12 中国地方の3つの県（I、II、III）における工業産出額の統計において、県IIIは、輸送用機械工業の産出額が約3兆2663億円に達し、化学工業（
約4348億円）や鉄鋼業（約1兆1893億円）と比較して圧倒的に大きな割合を占めています。この県IIIにあてはまる県名として正しいものを次の
うちから選びなさい。 （2024年 三重県公立入試 類似）

1. 島根県 2. 広島県 3. 山口県 4. 岡山県
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

高松市
香川県の県庁所在地である高松市は、瀬戸内海に面した交通の要所です。1988年に開通した
瀬戸大橋（児島・坂出ルート）により、対岸の岡山県と鉄道・道路の両方で直接結ばれるよう
になりました。これにより、四国地方における物流や経済の拠点としての役割がより強固なも
のとなっています。

問2 答え 3
冬に日本海を渡ってくる湿った北西の季節風
が、中国山地にぶつかり上昇気流が発生する
ため

冬になるとシベリア高気圧から冷たく乾燥した北西の季節風が吹き出しますが、この風が暖流
（対馬海流）の流れる日本海を渡る際、大量の水蒸気を蓄えます。この湿った空気が本州中央
部の中国山地にぶつかって上昇することで雪雲が発達し、山陰側に多くの雪や雨を降らせます
。このメカニズムにより、山陰地方は日本海側の気候の特徴を示し、冬の降水量割合が高くな
ります。

問3 答え 4
瀬戸大橋をはじめとする本州四国連絡橋が相
次いで開通し、本州との間の陸上交通網が整
備されたこと

1988年の瀬戸大橋開通を皮切りに、神戸・鳴門ルート、尾道・今治ルート（しまなみ海道）
といった本州四国連絡橋が次々と整備されました。これにより、それまで船舶に頼っていた本
州への移動が、自家用車や高速バス、トラックなどの自動車中心へと劇的に変化しました。こ
の変化は「陸続き」になったことによる利便性の向上を象徴しています。

問4 答え 1
年間降水量が約1300mmと比較的少なく、温
暖な気候と水はけの良い傾斜地を活かしたか
んきつ類などの果実栽培が盛んで、農業産出
額の約4割を果実が占めている。

瀬戸内海沿岸の地域は、北側の中国山地と南側の四国山地によって季節風が遮られるため、年
間を通じて降水量が少なく温暖な気候が続くという特徴があります。愛媛県では、この乾燥し
やすく温暖な気候に加え、日当たりの良い傾斜地を有効に活用することで、みかんをはじめと
する果実の生産が極めて盛んになっています。実際の統計においても、農業産出額に占める果
実の割合は約40.2%に達しており、米の約10.9%や野菜の約16.4%と比較して非常に高いの
が特徴です。なお、年間降水量が極めて多い選択肢は、高知県などの太平洋側の気候を説明し
たものです。

問5 答え 4
中国山地と四国山地の間に位置する、瀬戸内
の気候

日本の年間平均降水量は約1700mm程度ですが、瀬戸内地方の岡山県などは年間降水量が10
00mm〜1200mm程度と、国内でも特に雨が少ない地域です。資料に示された「1月の降水量
が極端に少ない（冬の乾燥）」かつ「年間降水量が約1100mmと非常に低い」というデータ
は、二つの山地に挟まれて季節風の影響を受けにくい瀬戸内の気候の典型的な数値を示してい
ます。

問6 答え 4
児島・坂出ルート ― 岡山県と香川県

本州四国連絡橋の「児島・坂出ルート」は、岡山県倉敷市児島と香川県坂出市を結んでおり、
その中心となるのが瀬戸大橋です。「神戸・鳴門ルート」は兵庫県と徳島県を、「尾道・今治
ルート」は広島県と愛媛県を結んでいます。大阪府や山口県から直接四国へ架かっている連絡
橋はありません。

問7 答え 1
野菜

高知県は、ビニールハウスを利用した促成栽培によって、なす、ピーマン、きゅうりなどの生
産が非常に盛んです。そのため、農業産出額の内訳においては「野菜」の占める割合が全国平
均と比較しても極めて高く、県を代表する農業の特色となっています。

問8 答え 2
北の中国山地と南の四国山地に挟まれており
、夏と冬の季節風が運ぶ湿った空気が遮られ
るため。

瀬戸内地方の少雨の背景には、山地による地形的要因が深く関わっています。季節風が山地を
越える際、風上の斜面で雨を降らせ、山を越えた後には乾燥した空気が流れ込みます。瀬戸内
は二つの山地に挟まれているため、どちらの季節風からも影響を受けにくく、結果として年間
降水量が少なくなります。このため、古くからため池の造成や塩田などの土地利用が盛んでし
た。

問9 答え 4
愛媛県

四国地方にある愛媛県は、年間を通じて温暖で晴天の日が多い気候や、水はけの良い傾斜地を
いかしてみかんの栽培が盛んに行われています。和歌山県もみかんの生産量が全国トップクラ
スですが、和歌山県は近畿地方に属するという違いがあります。

問1
0

答え 3
複雑な海岸線をもつリアス海岸が広がり、波
が穏やかな天然の良港を活かして大型船の建
造が行いやすいため

瀬戸内工業地域に見られる特徴的な産業構造の背景には、その独特な地形があります。島々や
岬に囲まれたリアス海岸は外海の影響を受けにくく、巨大な船舶を安定して組み立てるための
「ドック」を建設するのに適しています。このため、鉄鋼などの他産業と比較しても、船舶の
製造・修理といった造船業の比重が極めて高くなっています。

問1
1

答え 1
山口県

山口県は瀬戸内工業地域の一角を担っており、特に石油化学コンビナートなどが立地する沿岸
部を中心に化学工業が発展しています。そのため、製造品出荷額に占める化学工業の割合が非
常に高いことが最大の特徴です。三方を海に囲まれているため海岸線が長く、水産業も盛んで
すが、農業における果実生産の割合はそれほど高くありません。

問1
2

答え 2
広島県

広島県は、自動車産業を中心とした輸送用機械工業が非常に盛んな県です。統計データにおい
て輸送用機械工業の割合が突出している点は、広島県の工業の大きな特徴です。一方、山口県
は石油化学コンビナートによる化学工業、島根県は特殊鋼などの生産による鉄鋼業が比較的大
きな割合を占めるという違いがあります。


